




 

 

１．新法人設立に際する事項 

①新法人設立総会の開催 

■開催日：２０１８年 11 月９日 

 ■時 間：１０：００～１１：３０ 

 ■会 場：NATULUCK 日本橋会議室（東京都中央区日本橋小舟町 4-1 伊場仙ビル 7F) 

 ■参加者：   

 

 

■内容 

主たる議案： [一般社団法人 日本農福連携協会] 設立について 

※新たに一般社団法人とすることの説明 

・農福連携の急速な認知や関心の高まりに関し、協議会に対する期待が行政等 

から高まり、それに対応するには法人化が必須であると考えるため 

・短時間で法人化に向けてのスキームを整えるため一般社団法人として設立す 

ることが最善であると考えた 

    ・現協議会会員の権利を損ねることがない 

・今後、新法人はより自主的な運営を求められることが予想され、それまで 

参加資格のなかった助成金や交付金等への応募が可能となり財政基盤の強化 

に繋がるため 

・農福連携の仕組みは今後日本にとどまらず、世界に向けた活動となることが 
見込まれ名称を日本に改めた 

    ・法人の活動内容をより簡潔に分かりやすくするため、名称は短くシンプルな 
ものとした 

    ・また、出席者からは〝将来的には[公益社団法人]を目指すべき〟という意見 

も出された 

 
 

その他の議案 

・一般社団法人 日本農福連携協会 定款について 

・一般社団法人 日本農福連携協会 設立時役員について 

    ⇓ 

全ての議案が賛成多数で可決された。 

 

 

 

 



 

②新法人設立報告会の開催 

 ■開催日：２０１８年 11 月９日 

  ■時 間：１４：１５～１５：３０  

■会 場：NATULUCK 日本橋会議室（東京都中央区日本橋小舟町 4-1 伊場仙ビル 7F) 

  ■参加者：３８名 

■内容 

・新法人 設立総会の報告 

・会長挨拶 

・来賓祝辞 

農林水産省：  

    厚生労働省：  

    法務省：  

    農福連携全国都道府県ネットワーク会長：   

   ・第 1 期活動計画案の説明 

   ・旧協議会解散と新法人設立に向けたスケジュールの説明 

   ・行政報告 

    農林水産省：農村振興局 都市農村交流課  

  厚生労働省：社会・援護局 障害福祉課  

   ・  旧全国農福連携推進協議会 会長より挨拶 

   ・閉会 

 

      

※第 1 期 活動計画案骨子の発表 

[1] 販路開拓・販売促進に関すること 

[2] 普及・啓蒙および教育に関すること 

(1) ノウフクフォーラム、サロン等の開催 

(2）オリパラに向けた取り組み 

[3] ブランディング・マーケティング・広報等に関すること 

[4] 安定した収益を確保するための施策 

[5] その他 

 

 

 

 

 

serino sumire
スタンプ



 

２．フォーラム、普及啓発活動の開催 

①【農福連携フォーラム名古屋の開催】 ※赤い羽根福祉基金助成事業 

■実施日 ： ２０１９年 ３月 ８日  

■会場 ： 名古屋市栄 ガスビルキングルーム  

■内容 ： 下記プログラム参照 

■参加者 ： ６３名  

 参加者は愛知県を中心に東海圏から幅広い方々が参加された。（行政・福祉・農業 

関係者、一般、学生、教育関係者、障がい者家族、他） 

   ■内容  

    [第一部] 

    ・農業ジョブトレーナーの育成について 

    ・農業ジョブトレーナーを活用した就農体験について 

    ・農業ジョブトレーナー【要項】について 

    [第二部] 基調講演 

  ・農福連携全国情勢報告会 

   「農福連携の課題～全国での取り組みから～」 

     講師：吉田 行郷氏 

■所感 

・農業ジョブトレーナーの事業報告と農福連携に 

関する講演の 2 つのテーマで開催したことで、 

農福連携に興味をもつ方々が多く参加した。 

   ・印象的だったことの一つに、障がい者を持つ 

親御さんが会の最後に〝このフォーラムに参加 

し、息子の将来に悲観をしていたが、農福連携 

の話しを聞き少し希望を持つことが出来た〟 

と感想を述べていた。 

このフォーラムが農福連携を知る機会となり周知 

を広める場であること、その意義を再認識した。 

   ・農業ジョブトレーナーの事業報告は農業側と福祉 

側を繋ぐ一つの手段であることを認識してもらう 

事が出来た。 

今後は地域に応じたその様な中間支援の取り 

組みを協会が掌握し、各地方の会員や自治体 

等に広く知らせていくことが重要であると認識した。 

 

 



 

②【ノウフクフォーラム２０１９ 農福連携×SDGs の開催】  

■実施日 ： ２０１９年 ９月 ２６日   

■会場 ： 大和ハウス工業 東京ビル  

■内容 ： 下記プログラム参照 

■参加者 ： ３００名  

   ■内容  

    ・基調講演 1 「ノウフク」でつくる共生社会。 

    日本農福連携協会 副会長理事 村木 厚子 

    ・基調講演 2 地域循環共生圏の創造 ～日本発の脱炭素化・SDGs 構想～ 

    環境省総合環境政策統括官 中井 徳太郎氏 

    ・日本農福連携協会の取り組み 

    ・プレゼン&トークセッション 「ノウフクが生み出すつながる世界」 

    特別ゲスト：ランパンプス 

    ・リードスピーカーによるプレゼンテーション 

     ➊企業だからできること。『植物工場による新たな農福連携のかたち』 

      大和ハウス工業株式会社 農業事業推進室 大塚 貴雄氏 

     ➋全国連携！国内初のノウフク連携地ビールプロジェクト 

      特定非営利活動法人ＨＥＲＯＥＳ 理事長 松尾 浩久氏 

     ➌長野県の農福連携事業における施設外就労から 

      長野県農業就労 チャレンジコーディネーター 沖村 さやか氏 

     ➍枝集めから始まった。できるを広げて生まれた価値 

      株式会社斎藤果樹園 代表取締役 齋藤 康之氏 

     ❺花の木農場の目指す地域共生社会 ～ノウフクで居場所と出番をつくる～ 

      社会福祉法人白鳩会 総務 天野 雄一郎氏 

   ・ノウフクマルシェの開催 

   ・ノウフク交流会の開催 

 

■所感 

全国より多数（300 名）の来場者があり、盛況のうちに 

フォーラムを開介することが出来た。 

SDGs が掲げる１７のゴールと農福連携が目指す取り組みとの相関性が非常に高く、 

今回は〝農業と福祉の連携〟といった絞られたテーマに捉われず、社会や環境に 

もたらす農福連携のメリット等多彩な切り口で掘り下げたフォーラムであった。 

〝地域循環共生圏〟や〝都市と農山漁村の共生・対流と広域的なネットワークづくり〟 

等の見地から環境省が農福連携に対する取り組みについて関心を示したことも農福 

連携の新たな潮流と言えるかも知れない・・・。 

本フォーラムは、今後の広がりが大いに期待できるものであった。 

 



 

③【農福連携等推進会議への参加】 

 「農福連携等推進会議」において皆川会長、村木副会長、小池理事が有識者のメンバー 

として参加し、農福連携の推進について政府関係者と意見を交わした。 

（会員である〝白鳩会 中村邦子氏〟〝さんさん山城 新免修氏〟も有識者として同会議に参加） 

  

■経緯 

   平成25年12月、総理大臣を本部長に内閣官房長官・農林水産大臣を副本部長として 

   関係閣僚が参加し、農林水産業・および地域活力を推進していく本部（農林水産業・地域 

の活力創造本部）が設置される。 

               
 

定期的に会議を行う中、平成30年11月に提出された白書「農林水産業・地域の活力創造 

プラン」の中に 

〝障害者や高齢者、生活困窮者等のための福祉農園の整備を推進〟（｢農｣と「福祉」の 

連携プロジェクト） 

    〝農観連携の推進協定に基づき、農山漁村の魅力と観光需要を結びつける取組を推進〟 

といった文言が盛り込まれた。 

 

平成31年4月には、上記提言の具体的なフォローアップ、および今後の見直し、障がい者 

の更なる社会参画を促進するために、全国的に農福連携の取り組み機運の醸成を図り、 

今後強力に推進していく方策を検討する政府主導による〝農福連携等推進会議〟が 

開催されることとなった。 

 

・第１回会議開催（平成31年４月25日） ： ［議題］農福連携等の推進について 

・第２回会議開催（令和元年6月4日） ： ［議題］農福連携等の推進について 

 

       

 

農福連携等推進ビジョンの策定 
 

構成員および有識者が参加して開催された２回の会議を踏まえ、農福連携が今後 

後進むべき方向性を示した〝農福連携等推進ビジョン〟が策定された。 

その内容は、令和６年度までに強力に推進して行く３つのアクションが掲げられ、 

今後官民を挙げてその実現に取り組んでいくこととなった。 

 

 

 







 

３．マルシェの開催 

  ①【第 6１回 全国矯正展】  

  ②【第 8 回 東京拘置所矯正展】 

■実施日  

［第 61 回 全国矯正展］ ２０１９年 ５月 ３１日～ ６月 １日   

［第８回 東京拘置所矯正展］ ２０１９年 ９月 ２８日 

■内容 ： 矯正展におけるノウフクマルシェブース出展 

■実施目的 

〝触法者の社会復帰への取り組み支援〟の一環として昨年度より新たに法務省 

矯正局と連携し同省主催の矯正展に参加。 

協議会の会員事業所の中には、元受刑者の方の社会復帰に向けた支援の場として、 

就農を積極的に受け入れている事業所があり、また、協会としてもノウフクがあら 

わす『フク』には広義において〝働きたい･･･〟という思いがあっても中々社会に 

その受け皿がない触法者・高齢者・コミュニケーションが不得意な人々なども含む 

ものと捉えており、今後も『農福連携』の取り組みを通じてそのような人々が社会の 

中での役割や居場所を確保できるよう、これからも継続した取り組みを行っていく。 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

［第 61 回 全国矯正展］ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

［第 8 回 東京拘置所矯正展］ 





 

１．フォーラム、普及啓発活動の開催 

①【ノウフクフォーラムふくしまの開催】 ※赤い羽根福祉基金助成事業 

■実施日 ： ２０１９年 １１月 ２８日  

■会場 ： 福島県「華の湯」コンベンションホール（フォーラム） 

■内容 ： 下記プログラム参照 

■参加者 ： ６３名  

福島県を中心に東北、関東、中部地方など各地方より参加者があった。 

        参加者は行政・福祉・農業関係者、一般、学生、教育関係者、利用者 

（障がい者）等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆所感 

   ・福島県授産事業振興会との共同主催という立ち位置で開催をすることで事務的な 

作業を分担することが出来た。 

   ・赤い羽根の事業目的である〝障がい者就農を促進するモデル地域の創出、 

普及・推進を図る事業〟に即して全国より農福連携の先進モデルを紹介する 

ことが出来、大変好評を博した。 

   ・また、登壇者の切り口が〝マッチング〟〝民間企業（HR 関連）〟〝農業部門に 

進出した福祉事業所〟〝行政関連〟とそれぞれ異なっていることで農福連携 

に対する視点の違いが表われていたことも興味深かった。 

   ・マルシェブースを会場内に設けた事で参加者のほぼ全てがブースに足を運び、 

各事業所の農福連携の取り組み等について理解する場が出来た。 



 

②【ノウフクフォーラム ふくしま  （スタディツアー）の開催】  

■実施日 ： ２０１９年 １１月 ２９日  

■会場および参加者 

・社会福祉法人 こころん（スタディツアー） ：２１名参加 

・株式会社 森林の牧場 （スタディツアー） ：１９参加 

 

■所感 

 ・「こころん」 

  高齢化により経営継続を断念された養鶏業者より事業を継承。 

  新たに建造した平飼いの養鶏舎を見学。（約、1000 羽を飼育） 卵販売を始め、卵を 

  活用した菓子製造や地元企業との特産品の共同開発、直売所、カフェでの販売等、 

  ６次産業化を推進し地域の欠かす事の出来ない存在になっていることを実感した。 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

・「森林ノ牧場」 

   特例子会社より障がい者を受け入れ農福連携を実践している。 

   それぞれの障がい特性や、得意な分野（細かな作業、力仕事等）に適格に仕事を 

割り当てることで、それぞれが自信をや自覚持ちながら仕事に就いていることを 

見学することが出来た。 

   企業との連携を図ることで、障がい者の自立がサポートされていることを実感した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

２．調査・研究活動 

①【新型コロナウイルス影響調査アンケートの実施】 ※継続中 

   ■調査の内容  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 














